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平成２６年本宮市教育委員会４月定例会会議録 

 

１ 日  時  平成２６年４月２３日（水） 午後１時３０分～午後２時８分 

 

２ 場  所  本宮市役所 ３階 第１・２常任委員会室 

 

３ 出席委員  委   員   長（１番）  仲 川   清 

        委員長職務代理者（２番）  谷   明 子 

        委      員（３番）  渡 辺 俊 之 

        委      員（４番）  古 宮 博 文 

        教   育   長（５番）  原 瀬 久美子 

 

４ 出席職員  教育部長            国分 忠一 

        次長兼教育総務課長       後藤  章 

        次長兼第一保育所長       猪股 照子 

        次長兼生涯学習センター長    溝井 正弘 

        参事兼管理主事兼指導主事    鈴木 康雄 

        幼保学校課長          渡辺 裕美 

        （書記）教育総務課課長補佐   渡辺 和義 

 

５ 傍聴人 １名 

 

６ 案  件 

議案第１５号  本宮市小中学校児童生徒チャレンジ学習奨励補助金交付要綱の制定に

ついて 

報告第 １ 号  給食状況について 

報告第 ２ 号  児童生徒数について 

報告第 ３ 号  区域外就学状況について 

報告第 ４ 号  進路状況について 

報告第 ５ 号  キャリア教育について 

報告第 ６ 号  オリンピックデーフェスタの開催について 

報告第 ７ 号  青島広志＆ブルー・アイランド楽団公演について 

 

７ 審議経過 

 

【午後 １時３０分開会】 

◇委員長 それでは、皆さん、こんにちは。 

  ４月期の教育委員会定例会を開催させていただきます。会議録署名委員の指名は、今回は、５番

委員と２番委員にお願いいたします。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 
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    ◎審議の進め方について 

◇委員長 会議の進め方でございますが、定例によりまして着席のまま進行審議させていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎教育長諸報告 

◇委員長 それでは、教育長からの報告をお願いいたします。 

  教育長。 

◇教育長 それでは、教育長の報告をさせていただきます。 

  初めにですね、東北都市教育長協議会定期総会・研修会につきまして報告させていただきます。 

  去る４月１７日木曜日、１８日金曜日に、青森県五所川原において東北都市教育長協議会定期総

会・研修会が行われまして、７６都市のうち５１名が出席しました。私もそこに行ってまいりました。 

  内容ですけれども、初めに行政説明では、文科省大臣官房会計課の地方財政室長の丸山洋司氏か

ら、初等中等教育行政に係る諸課題についてとの演題で４点、１つ目は地方教育行政の組織及び運営

に関する法律の一部を改正する法律案の概要、２つ目が外国語活動、３つ目が震災関連財政措置、４

つ目が教材、図書館、ＩＣＴ環境整備の項目について説明がありました。それから、研究協議では、

当面する教育の諸課題について、１つ目が外国語活動の５、６年生の教科化と３、４年生からの実施

への各教育委員会の対応について、２つ目が国の学力・学習状況調査の学校別公表について、３つ目

がネット教育、特に安全教育について、４つ目がコミュニティスクール導入の成果と運営上の課題に

ついて、５つ目がＩＣＴを活用した教育の現状と今後の見通しについて、６つ目がいじめ問題対応に

おける実効的な基本方針及び組織の設置について、７つ目が中学校整備方針についての議題で情報交

換が行われました。 

  さらに、研修会では、太宰治とその文学の魅力について、８２歳になられた太宰会の会長さんで

ある木下巽氏による講演がありました。この方は、６２歳から仕事をやめてから太宰治の研究を始め

て、私財をなげうって太宰の本を集められたということ、初版本やら古本屋さんとかいろいろなとこ

ろに行って集めたと。８２歳とは本当思えないほど生き生きした、情熱が伝わってくる内容でした。

本来なら１２０分間のところを６０分しか時間がないということで、本当にこれもあれもお話しした

いという意欲が十分感じられて、本当にいい内容でした。太宰治の偉大さを感じることができました。

作品の中に「走れメロス」というのが代表的なのがあるんですけれども、平成９年度以降の中学校の

国語の教科書全て、５社だか今出ているんですけれども、それ全てに載せられていて、全国の中学生

がこの作品に触れているんだと。それほどすばらしい作家なんだというような説明がありました。 

  ちなみに、去年は太宰治生誕１００年祭記念として、太宰治像が建立されたというようなお話が

ありました。 

  それから、視察研修では、太宰治の生家「斜陽館」と、それから「立佞武多館」を視察しまして、

どちらも見事で見聞を広めることができました。 

  なお、詳細につきましては、資料を印刷しておいたものをお配りしておきましたので、ごらんく

ださい。もちろん皆さん方行かれたかとは思いますけれども、まだであったら、すばらしいところで

したので、研修させていただきました。 

  あと、いろいろな情報交換等につきましても資料がどっさりあるので、詳しくはお伝えできない

ところですが、その折々の課題のときにこれらを参考にしながら進めていきたいなと思ったところで

す。 
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  それが１つ目の報告で、２つ目は、会議等出席報告につきましてはプリントをごらんください。 

  以上です。 

◇委員長 それでは、教育長報告に対する質疑がありましたらばお願いします。 

  よろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

◇委員長 それでは、議題のほうに入らせていただきます。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎議案第１５号 本宮市小中学校児童生徒チャレンジ学習奨励補助金交付要綱の制定につい 

            て 

◇委員長 議題第１５号 本宮市小中学校児童生徒チャレンジ学習奨励補助金交付要綱の制定につい

てをお願いします。 

  どうぞ。 

◇書記 〔議案第１５号を朗読〕 

◇委員長 どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、議案第１５号の内容について説明をさせていただきます。 

  資料の２ページから３ページにかけてごらんいただきたいと思います。 

  市内の小・中学校の児童・生徒が基礎学力や学習意欲の向上を図るため、漢字検定や英語検定等

の受験の環境を整え、また保護者の負担軽減を図ることを目的に、実施主体である小・中学校のＰ

ＴＡ等団体に対して補助をする補助金交付要綱を新たに制定するものでございます。 

  補助金の対象となる検定は、漢字検定と英語検定等でございます。漢字検定は、小学校、中学校

の全児童・生徒の受験者が対象、それから英語検定につきましては、中学校の全生徒の受験者が対

象でございます。 

  補助金の額につきましては、漢字検定、それから英語検定問わず年１回とし、児童・生徒１人当

たり１，０００円を限度としております。 

  以上、ご提案申し上げます。 

◇委員長 教育長、つけ加えることはありますか。 

◇教育長 いえ、特にありません。 

◇委員長 それでは、皆さんのほうからご審議お願いします。 

  どうぞ。 

◇４番委員 実際は幾らの検定料になるかも教えていただけますでしょうか。 

◇委員長 どうぞ。 

◇幼保学校課長 漢字検定でございますが、等級によって金額が違います。８級から１０級について

は１，０００円でございます。５級から７級については１，５００円、準２級から４級までについ

ては１，８００円でございます。 

  英語検定につきましては、５級が１，５００円、４級が１，６００円、３級は２，８００円でご

ざいます。 

◇４番委員 ありがとうございました。 

◇委員長 どうぞ。 

◇２番委員 すいません。この漢字検定、英語検定というのは決まっているというか、どの時期にや

るというのは決まっているものなのか、それともある程度人数が集まったらそこの学校で独自にで
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きるとか、そういうものなのか、どちらなのか、詳しいことがちょっとわからないので教えてくだ

さい。 

◇委員長 どうぞ。 

◇幼保学校課長 今年度の要綱では、漢字検定については第１回目が７月１１日にございまして、そ

ちらを対象とさせていただきたいと思っております。小学校１年生については入学したばかりです

ので、第３回目の２７年２月６日にございます漢字検定を対象とさせていただきたいと思っており

ます。 

  それから、英語検定でございますが、こちらは第２回目の１０月１０日にございます英語検定を

対象とさせていただきたいと考えております。 

◇委員長 いいですか。 

  どうぞ。 

◇２番委員 では、今、期日を教えていただいたんですが、その日に大体の小・中学校がそれに向け

て受験という方向性で現実的に考えるというか、受験なさる方向という理解でよろしいでしょうか。

ＰＴＡなど団体が主催した漢字検定ということが書いてあるので、ある程度は学校のほうでこの日

のこのときにということで、ＰＴＡの団体の方に中心となってしていただくという格好でしょうか。 

◇委員長 どうぞ。 

◇幼保学校課長 ある程度はＰＴＡの団体でやりますが、場所的には学校ということで考えてござい

ます。先生方も当然一緒にということで考えてございます。 

◇２番委員 わかりました。 

◇委員長 どうぞ。 

◇参事 補足。検定は年３回ほどできることになっておりまして、１０名以上希望者があれば学校を

会場でできるということで、金曜日に受験できるように学校では準備をして、その日にできるよう

に進めていきたいと考えています。それで、補助については年に１回だけ１，０００円ということ

で進めますが、それ以外チャレンジしたいという子供たちについては自己負担で受験できる環境を

整えてあげるということで進めていきたいというふうに考えております。 

◇委員長 どうぞ。 

◇教育部長 この交付要綱なんですけれども、学校でやりますから、学校に直接出せばという考え方

もありますが、今現在学校に出しております。その中に入れたときには薄まってしまう。学校の考

え方で使い道が変わる可能性も出てまいりますので、現実的には学校でやってというところにはな

るんですけれども、形上、この補助金としましてはＰＴＡを通して出すという形をとらさせていた

だきたいと考えております。それによって、このチャレンジ学習に対する補助であるということを

はっきりさせていきたいという考えです。 

◇委員長 学校側の取り組みとしては、全員受けてくださいというふうな、そういうふうな呼びかけ

が基本になるわけですか、結果はともかくとして。 

  はい。 

◇教育部長 強制はできませんが、全員に受けていただけるように努力をいただきたいというふうに

考えております。 

◇委員長 どうぞ。 

◇４番委員 ということは、一応生徒の人数分の補助を出して、その中で受けない生徒がいても、そ

の辺は大目に見るというんですか、それに近いような形で使ってくださいということで補助すると
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いうような考えでよろしいんでしょうかね。 

◇委員長 どうぞ。 

◇教育部長 具体的な補助の申請という形になろうかと思いますが、前もって学校のほうでいついつ

にやるこの漢字検定の希望者を募った上で人数が出ますので、それに対して補助を出していくと。

ですから、先ほど参事のほうからもありましたとおり、漢字検定ですと年に３回機会がありますか

ら、みんなでこの日に受けようというときは無理でも、２回目、３回目ならば何とかなるので、そ

ちらを受けたいという方も出てくる可能性がありますから、それは分けるようになるかと思います。 

  あと、あわせて、補助金ですので、大目に見るということはなく、精算させていただくようにな

ります。 

◇委員長 どうぞ。 

◇２番委員 ごめんなさい。確認なんですが、先ほど教えていただいた日程というのがこの日みたい

な形で教えていただいたのでね、それと受けたい日がずれた場合どうなのかなとかいろいろ考えた

ので、ちょっとわからなくなっちゃったんですが、学校としてはこの日をという形で推し進めるけ

れども、それ以外の２回目、３回目、例えば漢字検定の場合、個人的に１回目は受けられなかった

けれども、２回目に受けたいという場合は、その場合は補助は出るけれども、１０人以上集まらな

ければ学校構内では無理かもしれなくて、会場は別かもしれないけれどもと、そういう形の理解で

よろしいでしょうか。 

◇教育部長 そのとおりです。 

◇２番委員 ありがとうございます。 

◇委員長 じゃ、いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 それでは、第１５号議案につきましては打ち切っていきたいと思います。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第１号 給食状況について 

◇委員長 次に、報告第１号に入ります。給食状況についてをお願いいたします。 

  どうぞ。 

◇参事 別紙の報告第１号資料、学校給食における弁当等持参状況をごらんいただきたいと思います。 

  学校給食においてお弁当を持ってきている子供たちの数でございますが、括弧の中の数字は平成

２５年度末の状況でした。本宮小学校とまゆみ小学校の中でご飯を持ってきている児童が３名、そ

れから牛乳を飲まない児童が５名ということで報告がございました。本宮小学校さんにおいては、

２名は、これは兄弟だそうです。それから、牛乳のほうも兄弟２組ということで報告がありました。

それから、まゆみ小さんのほうは６年生１名ということで、そういう状況で今推移しているという

ことでございます。 

  以上です。 

◇委員長 報告に対する質問あればいただきます。 

  それでは、よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 それでは、次にいきます。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第２号 児童生徒数について 
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◇委員長 報告第２号 児童生徒数についての説明をお願いします。 

  どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、４ページをごらんいただきたいと思います。 

  平成２６年度本宮市幼稚園・保育所・小・中学校児童・生徒、乳幼児童・生徒数について報告さ

せていただきます。 

  保育所の合計でございますが、３８９名、それから幼稚園の合計でございますが、３３８名、学

校につきましては、小学校の合計が１，７７８名、それから中学校の合計が９３８名となってござ

います。 

  以上でございます。 

◇委員長 よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 こういうのは余計なことだけれども、情緒障害と、それから知的障害だっけ、これを分け

るというか、何かその辺の中身、従来との変化はないですか。 

  はい。 

◇参事 学級が違いまして、審議会においてその判定をいただいて振り分けられるというふうになる

と思います。 

◇委員長 それは、従来も同じ。 

◇参事 はい。 

◇委員長 わかりました。 

  それでは、次にいきます。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第３号 区域外就学状況について 

◇委員長 報告第３号 区域内就学状況についてお願いいたします。 

  どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、５ページから７ページにかけてでございます。 

  まず、５ページを説明させていただきます。 

  東日本大震災により被災した児童・生徒の学校における受け入れ状況でございます。４月１日現

在の数字になってございます。小学校の合計が２７名受け入れてございます。それから、中学校合

計では２３名、小・中学校合計といたしましては５０名の児童・生徒さんを受け入れている状況に

ございます。 

  それから、次のページ、６ページをごらんいただきたいと思います。 

  こちらは、震災により県外等に転出した児童・生徒の市内小・中学校への戻り状況でございます。

小学校につきましては、転入学児童・生徒、転入をした児童・生徒の総数でございますが、４８名、

その中で、転入学児童・生徒の中で災害により本宮市から転出して、そしてさらに転入した生徒の

状況は、県外からの転入者が合計で１７名、それから県内からの転入者についてはゼロでございま

した。 

  中学校も同じように、転入学児童・生徒の総数が合計で８名、それから市内の生徒が転出して、

その方が戻ってきた状況については、県外からの転入者については２名、県内からはゼロでござい

ました。 

  詳細につきましては７ページに記載してございますので、ご確認いただければと存じます。よろ
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しくお願いいたします。 

◇委員長 それでは、質疑をお願いします。 

  よろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第４号 進路状況について 

◇委員長 それでは、第４号についてをお願いいたします。 

  どうぞ。 

◇参事 要綱の８ページをごらんください。 

  平成２６年度本宮市市内中学校・高等学校等入試等結果状況ということで、進路状況を一覧にし

てまとめたものでございます。県立高校２９４名、それから私立が４８名、専門学校１名、通信高

校が４名、保護者対応１名ということでなっております。 

  これ県立の３期入試終了後の一覧でございまして、通信制高校４名という欄がございますが、こ

の子供たちの状況でございますが、本宮一中から県立萌世のほうに１名入学が通信制の高校のほう

に決まっております。それから、翔洋学園高等学校通信制というところに１名、それから第一学院

高等学校通信制が１名、計３名の子供たちが通信制のほうに決まりました。それから、本宮二中の

１名ですが、これは県立の郡山萌世の通信制のほうに決定しております。 

  それから、保護者対応１名ということで、家事手伝いでございますが、不登校であった子供でご

ざいますけれども、家庭のほうで面倒を見るということで連絡が入っております。 

  以上です。 

◇委員長 それでは、進路状況の結果に対する質疑があれば。 

  よろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

◇委員長 それでは、次にいきます。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第５号 キャリア教育について 

◇委員長 報告第５号 キャリア教育についてお願いいたします。 

  どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、本日お渡ししました報告第５号の資料をごらんいただきたいと思います。 

  キャリア教育の講演の開催の内容でございます。この講演につきましては、笠原宏男様のご寄附

とご希望により開催されるものでございます。対象は、中学３年生の全員が対象でございます。日

時は７月１７日の木曜日、場所はしらさわカルチャーセンターで、演題については、「森は海の恋人 

人の心に木を植える」。講師につきましては、笠原さんの希望により、畠山重篤さんでございます。

養殖漁業家で、ＮＰＯ法人の「森は海の恋人」の代表をされている方でございます。 

  以上でございます。 

◇委員長 質問ありますか。 

  どうぞ。 

◇２番委員 すいません、ちょっとよくわからなかったので。笠原さんのご希望というのは、どうい

う意味でしょうか、ご希望というのは。 

◇委員長 どうぞ。 
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◇幼保学校課長 笠原宏男様よりご寄附をいただいております。その中で、キャリア教育といいます

か、子供たちのために、中学校、小学校の子供たちのためにぜひ使っていただきたいという希望が

あり、その中で笠原様が、畠山さんの講演を１回お聞きになって、ぜひ本宮の子供たちにもその講

演をしていただきたいという強いご要望がございました。 

◇２番委員 ありがとうございます。 

◇委員長 笠原さんのご厚志は今までありましたっけ。 

  はい。 

◇教育部長 来年、笠原氏が経営しております会社が８０周年で、その以前に５０周年のときに、笠

原さんのお父さんが一度当時の町に対して、教育ということではなくご寄附をなさっているようで

す。同じような形でやらさせていただきたい。たまたま笠原さんが郡山の裁判所のほうの何かやっ

ておられまして、県の副会長か何かやられております。東北のそういう方々の集まりの中で、この

畠山さんの講演を聞いて非常に感銘したと。こういうお話ならば、ぜひ本宮の子供たちに聞かせた

いということでお話とご寄附の話をいただきました。例年キャリア教育、昨年も独自にも実施して

おりましたが、あわせて今回は実施させていただこうかなと考えております。 

◇委員長 ということです。 

  どうぞ。 

◇３番委員 時間はどのぐらいなんですかね。 

◇委員長 どうぞ。 

◇幼保学校課長 詳しくはまだ決定はしていないんですが、午後の２時から講演を開始させていただ

きたいと今のところ思っておりまして、大体１時間から１時間半ぐらいかなと考えてございます。 

◇委員長 要するに、中学校の３年生の下校時間までの中に全部終わってしまうという、そういうふ

うなことですか。木曜日ですか。 

◇幼保学校課長 ２時からでございますので、午後の授業中でございます。 

◇委員長 授業中ね。そうすると、授業としてやるという位置づけですね。 

◇教育部長 はい。 

◇委員長 一般の講演会でなくてね。３校合同で、どこかの学校に集まって聞くという。 

◇教育部長 場所は、白沢のカルチャーセンターを予定しております。昨年は、サンライズで東大の

先生からお話をお伺いしております。 

◇委員長 いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第６号 オリンピックデーフェスタの開催について 

◇委員長 それでは、次に報告第６号 オリンピックデーフェスタの開催について。 

  どうぞ。 

◇生涯学習センター長 それでは、資料、両面刷りの１枚の資料になっています。題名が「東日本大

震災復興支援 ＪＯＣ「がんばれ！ニッポン！」プロジェクト オリンピックデーフェスタ実施概

要（案）」ということで、この資料になっております。 

  この事業につきましては、ＪＯＣ、公益財団法人日本オリンピック委員会が主催者になりまして、

平成２３年度から、東日本大震災で被害の大きかった岩手、宮城、福島の３県の住民の方を対象に

開催をしている事業であります。２６年度以降も実施をするということで、昨年度、２５年度の末
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なんですが、ことしの２月ころなんですが、福島県より本宮市さんで開催どうですかという打診が

ありまして、じゃ本宮市でぜひやりましょうということで手を上げて、それで日程がはっきりしま

した。１０月１８日の土曜日に、白沢体育館を会場に小学生を対象として実施をしてもいいですと

いうことで県のほうから決定の通知をいただきました。中身につきましては、今後ＪＯＣと福島県

とで協議をしまして、はっきりした内容を本宮市のほうに通知が来ることになっております。です

から、地元の市町村は、その会場の確保と、あと住民の方、今回は小学生を対象にしていますので、

小学生の方の確保をお願いしたいということで要請が来ております。そういうことで、１０月１８

日に実施をする予定でおりますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

◇委員長 ご質問ありますか。 

  よろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第７号 青島広志＆ブルー・アイランド楽団公演について 

◇委員長 それでは、報告第第７号についてお願いします。 

  どうぞ。 

◇生涯学習センター長 続きまして、報告第７号は、青島広志＆ブルー・アイランド楽団公演につい

てということでございまして、これにつきましても両面刷りのＡ４サイズの１枚になっております。 

  これにつきましても、文化事業ということで本宮市で開催を希望したところ、ことしの７月１２

日の土曜日に午後２時開演ということで講演が決定をいたしました。この事業につきましては、市

民のための芸術鑑賞実行委員会が主催になっていただいて開催するものであります。青島広志さん、

後ろに、平成２４年に郡山市で実際に行ったもののチラシのコピーでございます。この青島広志さ

んという方とブルー・アイランド楽団が来まして講演をするということになっております。市民の

ための芸術鑑賞実行委員会に対しまして、市のほうから２００万円の補助金を出します。あと、安

達地方地域振興文化事業ということで、安達地方広域行政組合のほうから５０万円の助成をいただ

ける。あと、入場料収入として３０万円ということで、総事業費が２８０万円の事業で実施をする

予定です。入場券につきましては、６月１２日から販売を予定しまして、全席指定の１，０００円

ということで実施をする予定でおります。 

  以上です。 

◇委員長 質問をお願いします。 

  郡山の経験からいって、成功裏に終わったという……。 

◇生涯学習センター長 そうですね。 

◇委員長 ちょっとすみません。 

  はい。 

◇４番委員 この市民のための芸術鑑賞実行委員会という団体なんですが、これは今回から発足した

団体でしたっけ。確認したいんですけれども。 

◇委員長 どうぞ。 

◇生涯学習センター長 この文化事業を開催する際には、毎年この市民のための芸術鑑賞実行委員会、

毎年というか、私の記憶では３年前ぐらいからこの組織ができたのかな。私、以前にいたときには

この組織がなかったものですから、３年前からこの組織ができているのかなというふうに思ってい
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まして、必ずこの文化事業をやる際には、この実行委員会を組織して実施をしております。 

◇４番委員 わかりました。 

◇委員長 はい。 

◇教育長 ちなみに、去年は歌舞伎をやりました、あれと同じもの。その前は、動物の形をした子供

向けのオーケストラみたいの、着ぐるみの動物のやつをやったと思います。それと同じ流れのもの

です。 

◇４番委員 わかりました。ありがとうございました。 

◇委員長 毎年１回、優秀な芸術団を連れてきていろいろ公演をやっているんですものね、方針化さ

れていて。それの流れの１つですよね。 

◇教育部長 そうですね。 

◇委員長 よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 それでは、本日の議題並びに報告につきましては以上をもちまして…… 

◇教育総務課長 委員長、すみません。 

◇委員長 はい。 

◇教育総務課長 追加で１件ご報告申し上げたいんですけれども、よろしいですか。 

◇委員長 どうぞ。 

◇教育総務課長 申しわけございません。 

  小学校と幼稚園の遊具の更新についてでございます。市内の小学校、幼稚園の遊具更新につきま

しては、昨年国において創設されました子ども元気復活交付金、こちらを活用いたしまして、全施

設の遊具更新を図ってまいる計画でございます。既に２５年度３月の補正ではございましたが、岩

根の幼稚園、岩根小学校、それから五百川小学校につきましては既に予算化をしていただきまして、

今後工事に入っていく予定になっております。２６年度につきましては、残る幼稚園と小学校２つ

のグループに分けまして、２６年度内に全て遊具更新を完了させたいという計画で現在進めており

ます。第１弾といたしまして、近々申請を予定しておりますのが白沢地区の幼稚園と小学校でござ

います。糠沢、和田、白岩、それぞれ幼稚園と小学校ございますが、こちら６施設の遊具更新の申

請を近々国のほうにさせていただく予定です。残る施設につきましては本宮小学校と本宮まゆみ小

学校になりますが、こちらにつきましては２６年度内に第２段として申請をいたしまして、年度内

に全て遊具更新につきましては完了させていきたいというふうに思っております。 

  なお、保育所につきましては、今回の交付金の趣旨が地域への一般開放という条件がございます

ので、その辺がうまくクリアできれば、保育所との調整がつけばですね、保育所につきましても遊

具更新に取り組んでいきたいというふうに考えておりますが、それにつきましては今後調整をさせ

ていただきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

◇委員長 今の内容でご理解いいですね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 本当に遊具については、ついこの間もね、事故があってね、鉄棒のあれが折れたり出てい

ると、やはり古いやつは交換していかないとだめだし、これ幸いですね。お願いしたいと思います。

先攻は白沢のほうを先行して、小・中学校。そして、後攻が旧本宮というふうに入りますね。本年

度中という。よろしくお願いしたいと思います。 
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  あとはいいですか。次の教育委員会の日程に入らせてもらってよろしいですね。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎次回開催日程について 

◇委員長 それでは、５月期の教育委員会の日程について、提案があれば事務局のほうから。 

〔次回開催日程について協議〕 

◇委員長 では、５月期の教育委員会は、５月２０日火曜日午後１時３０分からと、こういうふうに

確定したいと思います。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 いいですね。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎閉会の宣告 

◇委員長 それでは、教育委員会４月定例会を終了します。 

【午後 ２時０８分閉会】 

 


